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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アクチンフィラメントの動態を制御するホスファターゼのスリングショットホモログ（SSH）ファミリーに属します。SSHタンパク質はアクチン結合／脱重合因子であるコフィリンを脱リン酸化して活性化し、コフィリンはその後アクチンフィラメントに結合してその分解を促進します。コフィリンはLIMドメインキナーゼ1（LIMK1）などのキナーゼによって不活性化されますが、LIMK1もまたSSHタンパク質によって脱リン酸化および不活性化される可能性があります。したがって、SSHファミリーはコフィリンタンパク質を再活性化することでアクチンの動態に役割を果たしていると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	SLINGSHOT-1LマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	SLINGSHOT-1L マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

